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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2027 年 3 月期通期業績予想を下記のとおり修正しましたので    

お知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想数値の修正 

（１）2027 年 3 月期通期 連結業績予想数値（2026年 4月 1日～2027年 3月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

440,000 
百万円 

50,000 
百万円 

52,000 
百万円 

40,000 
円 銭 

305.63 

今回修正予想（Ｂ） 470,000 60,000 63,000 40,000 305.60 

増減額（Ｂ－Ａ） 30,000 10,000 11,000 0 ― 

増減率（％） 6.8% 20.0% 21.2% 0.0% ― 

(ご参考)前期実績 

2026年 3月期 
423,923 47,745 50,642 37,470 285.73 

 

（２）2027 年 3 月期通期 個別業績予想数値（2026年 4月 1日～2027年 3月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
当期 
純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

320,000 
百万円 

44,300 
百万円 

47,100 
百万円 

36,700 
円 銭 

278.73 

今回修正予想（Ｂ） 339,000 54,000 58,000 39,000 296.76 

増減額（Ｂ－Ａ） 19,000 9,700 10,900 2,300 ― 

増減率（％） 5.9% 21.9% 23.1% 6.3% ― 

(ご参考)前期実績 

2026年 3月期 
294,497 41,892 44,815 34,068 258.75 
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（３）業績予想修正の理由 

2027年3月期の通期業績につきましては、製造業および非製造業ともに建設需要が堅調に推移する

なか、手持工事が順調に進捗していることに加え、海外子会社における売上高増加や、個別における

工事採算の改善等が見込まれることを踏まえ、連結・個別ともに売上高、営業利益ならびに経常利益

が前回発表予想を上回る見通しです。 

また、通期受注高予想につきましても、建設需要が引き続き高い水準で推移していることを踏まえ、

施工体制を勘案した受注活動を進めることにより、連結・個別ともに前回発表予想を上回る見通し 

です。 

なお、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、不動産ファンドに関する投資有価証券の

減損損失を計上する一方、投資有価証券売却益の計上等により、前回発表予想から変更ございません。 

個別の当期純利益につきましては、上記の業績動向および投資有価証券に係る損益等を踏まえ、前回

発表予想を上回る見通しです。 

 

（参考）2027年 3月期通期 受注高予想の修正(2026年 4月 1日～2027年 3月 31日) 

 連結受注高 
 

個別受注高 

前回発表予想（Ａ） 

（2026年 5月 12日発表） 
百万円 

520,000 

百万円 

380,000 

今回修正予想（Ｂ） 620,000 460,000 

前回発表予想比 
増減額（Ｂ－Ａ）(増減率) 

100,000 
（19.2%） 

80,000 
(21.1%) 

(参考)前期実績 2026年 3月期 460,057 342,635 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の 

業績は今後様々な要因により予想数値と異なる場合がございます。  

 

以上 

 


